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先生：今日は積分を利用して関数の面積を求めてみようか。
生徒：はぁい。
先生：まず、曲線とx軸で囲まれた部分の面積を求めよう。どうやるか想像できる？
生徒：全然わかりませぇん。
先生：そうだよね、じゃあまず公式を教えるよ。
　　　区間a≦x≦bで常にf(x)≧0とします。曲線y＝f(x)とx軸、及び２直線x＝a、
　　　x＝bで囲まれた図形の面積Sは、
　　　S＝dx、となります。
　　　わかるかな？
生徒：ん～、ちょっと良くわからないです。
先生：OK、それじゃあ、具体的な問題で理解しようか。
生徒：はぁい。
先生：この問題を解いてみよう。
放物線y＝x２とx軸、及び２直線x＝-１、x＝２で囲まれた図形の面積を求めよ。
　　　この関数は常にf(x)≧0だよね。
生徒：はい。
先生：そして、上の公式の中のaにあたるのは-1で、bにあたるのが2なのはわかるかな？
生徒：わかります。
先生：そこまで理解できれば、あとは公式に当てはめて計算するだけだね。
生徒：やってみます。
　　　a＝-1、b＝2だから、えーっと上の公式に当てはめると、
　　　S＝２dxになるから、これを解くと、S＝になります。合ってますか？
先生：正解だよ、大丈夫だね。じゃあ次のスッテプに進もうか。
生徒：はい。
先生：次に曲線と曲線に囲まれた部分の面積を求めてみよう。
生徒：はぁい。
先生：さっきと同様にまず公式を教えるね。
区間a≦ｘ≦bで常にf(x)≧ｇ(x)とする。２つの曲線ｙ＝f(x)、ｙ＝ｇ(x)、および２直線x＝a
ｘ＝bで囲まれた図形の面積Sは
S＝　となります。
先生：また具体例で理解しよう。
生徒：はい。
先生：じゃあこの問題を解いてみよう。
　　　次の２つの放物線で囲まれた図形の面積Sを求めよ。
　　　ｙ＝x２+２x－３、　ｙ＝－x２+２x+３
　　　まずは、aとbを出しましょう。aとbは２つの関数の交点なので、次の方程式を解けばわかります。
生徒：x２＋２x－３＝－x２＋２x+３を解けばいいんですね。
先生：そういうことだね。
生徒：これを解くと、x＝ですね。これを公式にあてはめると、
　　　S＝２+2x+3)－(x２+２x－3)}dx　になるから、これを解いて、
　　　S=8。できた！合ってますか？
先生：よくできました。優秀だね。
　　　あ、そうだ。最初の公式で１つ言い忘れてたことが。区間a≦x≦ｂで、常にｇ(x)≦0とすると－となります。
生徒：そうなんですか。－（マイナス）がつくだけですね。
先生：そうだね。
　　　最後に絶対値のついた関数の定積分を求めてみよう。
生徒：はぁい。
先生：これはちょっと難しいから、先生が例題を解くね。そのあと自分で問題を解いてみてね。
生徒：わかりました。
先生：じゃあこの問題を解いてみます。
曲線ｙ＝｜ｘ２－４｜（－３≦ｘ≦１）とｘ軸、および２直線ｘ＝－３、ｘ＝１で囲まれた部分の面積を求めよ。
まず関数ｙ＝｜ｘ２－４｜はｘ≦－２、２≦ｘのとき　ｙ＝ｘ２－４
　　　　　　　　　　　　　－２≦ｘ≦２のとき　　　ｙ＝－ｘ２+４
となりますね。これはいいかな？
生徒：大丈夫です。
先生：よし。それじゃあ進めるよ。
　　　曲線ｙ＝｜ｘ２－４｜（－３≦ｘ≦１）とｘ軸、および２直線ｘ＝－３、ｘ＝１で囲まれた部分の面積をSとすると
　　　S＝２－４｜ｄｘ
　　　＝２－４｜ｄｘ+２－４｜ｄｘ
　　　＝２－４）ｄｘ+２+４）ｄｘとなり、これを計算すると、
　　　S＝となります。わかったかな？
生徒：ちょっと難しかったけど、やってみます。
先生：よし、じゃあこの問題をやってみようか。
　　　定積分を求めよ。先生がやった問題より少し簡単だね。
生徒：これならいけそうです。
　　　えーっと、まず０≦ｘ≦１のとき　ｙ＝－ｘ+１
　　　　　　　　　　１≦ｘ≦３のとき　ｙ＝ｘ－１だから、
　　求める面積Sは、S＝ｄｘ
　　　　　　　　　　　＝となるからこれを計算して
　　Ｓ＝　できたぁ！合ってますか先生。
先生：よくできたねぇ。結構難しい問題だと思ったんだけどなぁ。君は本当に優秀だね。
生徒：ありがとうございます。積分を使って面積を出すのはもうおしまいですか？
先生：一応一通りは教えたからね。でもしばらくやらないと、すぐにやり方を忘れてしまうから
　　　定期的に問題を取り組むように。君ならもっと難しい問題にも挑戦出来ると思うよ。
生徒：本当ですか！？でもわからなくなったらまた教えてもらってもいいですか？
先生：もちろんだよ。いつでもどうぞ。それじゃあ今日の授業はここまで。
　　　おつかれさま。
生徒：ありがとうございました。
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